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ソ ナ ル学会東北支部 平成2 1 年度 第 3 回研修会｣

バイオインテケラル
人矧ま, 永きに渡ってr からだ( b o d y) J r = ころ( m i n d) ｣r 卦 精神( s o u一, 8 Pirit u a r

'

rt y) J を洋然 一 体a)ものとみ卑しできまし

たが, 近代科学の発展に伴い . それらは分赦され ､ 独立の分野としてそれぞれに展開されてきました ｡

分推されたことによL) 専門性が高まt) , 科学は進歩し､ その恩恵を私たちは受けています ｡ その反 面 ､ 本来, 不可分で

ある有税体としての 一 体性は , 軽視され ､ あるい は無視されてしまいました ｡ その弊音は､ 現代社会においてLま頼著と

なっています｡ そのような背景を蘇みて . いまや ､ ホリスティック( 全体的) , インテグラル(統合的) な方向性は ､ ひとつ

の大きな潮流となっています｡

B[ P ( ′くイオ イ ンテグラル サ イコセラピ ー ) は ､ 人間の生命( バイオ) に. 統合的( インテグラル) にアプロ
ー チする心理

療法(サ イコセラピ ー ) であり, 生命統合を楯向する心理療法, あるいは身恥む理療法( ボディサ イコセラピ
ー ) です｡

※ ′( イオ ･ < シテゲラル ･ サイコセラピ ー ･ スク ー ル( B Z P S) の案内サイトから抜粋 ｡
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E 計一 軒･ 】p 小 原 仁 氏 ( 当学会理事/ 日本 パ テ ン シ ン グ協会代表 )
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l･9 防 年間酉大学大学院社会学研究科博士諌鍵修了｡ 同年 4 月関西大学社会学弥専任者 軌 人権間潜
研

究所研究 見 1 9 8･2 年 4 月助教 私 学生部長代理-2 期 4 年塵 取 19 B 6 年 3 月退職 臥 かねてか らの 人

間学研 究を ベ ー ス に研究所所長 ､
セ ミナ

ー
･ ト レ

ー ナ -

,
カウ ン セ ラ ー と して生 涯学習活動に従 乳

現在 JB l 日本バ ラ ン シ ン グ協会 ､ コ ハ ラ ワ
ー

ク ス ( 小原身心統合教育研究所) 代表 を務める傍 ら､

30 数年問の ワ ー ク体験をベ ー ス に < ホ ロ ノ ダイナミ ッ ク - ヾラ ン シ ン グ > を握喝 し､ 個人 ワ
ー

ク ,

グル ー プ ワ
ー

ク ､ カウン セ ラ ー

､
セ ラピ ス ト､ ボディ ワ

ー

カ
ー

ー

の養成に活躍中｡

★ お申し込みは . メ
ー ル ( ∩() S a S ak i2 0O2@ ah B O . C O . ) または FAX ( 0 2 2

1 2 4 3 1 O2 81) に て ｢ 8 本 トラ

ンス パ
-

ソナ ル学会 東牝支部事務局 佐々木｣ まで お知らせ下 さい ｡

※ 注意 事加暮 ( 上位の 中か ら軌当する金額) を下起に お振込 み 軌
､ ます｡ ご入金を捷託させて*

いた時点で正式 な受けつ けとなります !

銀行名 : 七十七銀行 仙台原町支店 ( ※注意
r仙台支店｣ では ありません ｡)

普通口座 : 5 4 5 9 1 9 2

口座名載 : 日本 トラ ンス/i
-

ソナル学会 東北支部



｢ バ イ オイ ンテ グラ ル ･ サイ コ セ ラ ピ
ー ( B I P )]

と書ま

b h p Jf w w w b o4 y p 8 y C h o Q e r a p v ip h n d e x j rb n l 秦内サイ トより

B I P S ( バイオ ･ イ ンテ グラル ･ サイ コ セラ ピ
ー

･ ス ク
ー

ル) で は ,

頭 に バイ オが つ く主に 4 つ の身体心 理療捷 : バ イ オ エ ナ ジ エ ティ ッ ク ス ､

バ イオ シ ンセ シ ス ､ バ イ オ シ ステ ミ ッ ク ス ､ バイ オ ダイナ ミ ッ クス をそ

れぞれ の共温点と他と異なる特徴を明確に しながら､ 統合 した形で研修

し､ 人間の健康と成長に貢献す る ことを目的 に して います ｡

現代 を象徴する病理 は ス ト レ ス ､ ボ ー ダ ー

ライ ン ､ トラウ マ ､ ( そ して健康とは なにか の概念も含む)

と言えるで しょう. これらを抱え､ 悩む人間そ の もの を理解 しようと､ ｢ か らだ､ こ ころ ､ 魂 ( s o tll ,

s p i r i t u al i t y)｣ か らア プ ロ
ー

チ し, 模索し､ 考えを進め てきた人々 の理論と実践を､ この 4 つ の バイ オ

の学派を中心に統合する の が B I P S です ｡ B I P S は ､ ヨ
ー

ロ ッ パ
･ ボデ ィ サイ コ セラ ピ

ー 協会 (E A B P)

に藩定され , 国際サイ コ セ ラ ピ
ー 協会に も属 して い ます o

全て の 辞 : ウイ ル ヘ ル ム ･ ライ ヒ

最初 に ､ こ こ ろとからだの
一

体性 に注目 した の は フロ イ トの弟子 r ウイ ル - ル ム
･ ライ ヒ｣ です｡ 彼

は 言葉では うそをつ けて もか らだはうそをつ か ない ､ つ まり身体表現が多く の ことを物語り ､ 暴露し､

そ して 手掛か りを与えてく れる こ と を見つ けま した o 人が自分 を防衛す るた めに身に つ けた性格 の 鎧は ､

筋肉の 緊敢､ ある い は過度の弛緩とい う形で からだにも鎧 を作 り上 げますo ライ ヒは直接これらの 筋肉

に働きか けて ､ そこに含まれ る感情 の エ ネル ギ
ー の解放 を促す方法 を見つ けます｡ そ して ､ 呼敗が大き

な役割を果た して い る ことにも注目 しま した D ｢神経症着 で呼吸 の問題 を抱えて い ない人は い ないj と い

う こ とも断言 して いますc ライ ヒ の 性格論 の 中心は ､ 人が世間に見せて い る マ ス ク の下 に破壊的な感情

を含む第二 の層 ( シャ ドウ) が あること､ しか しその下には 全て の人が人間性に あふれた コ ア を持 っ て

い る こ とを強調 した点です｡ 怒りや憎しみ , 深 い悲 しみが十分に表現された後 で人が 見せ る愛に あふれ

た豊かな エ ネル ギ
ー

は コ ア から流れ てく るもの です o ライt: は また人は皆､
生まれなが らに 自己調整 九

セ ル フ レ ギ ュ レ ー

シ ョ ン能力が あること も強調 して い ますo

ア メ リカ で の 展開

ア レ クサ ン ダ
ー ･ ロ

ー

エ ン の バ イ オ エ ナ ジ ェ テ イ クス

この ライ ヒ の性格論を､ さらに成長の過程 と密接に関連づ け ､
か らだの 特徴も交 えて 完成させ性格分

析の 基本 を作っ た のは ､ アメリカ人 の r ア レ クサ ン ダ
ー

･ ロ ー エ ン｣ ですo ロ
ー

ェ ンは エ ネル ギ ー を活

性化させて放出する多く の エ クササイ ズを考果し､ その セ ラ ビ
… をバイオ エ ナジ エ ティ ッ ク ス と命名 し

ま した｡ エ クササイ ズ の多く は自分の性格と体の 鎧を解く方法と して ､ 仲間の ジ ョ ン
･ ビ ュ ラ コ ス とと

もに自身の体で試 しながら磨き上iヂたも の です D ロ - エ ン の
一

番 の 貢献は何と言 っ ても ､ 自立 の 基本と

なる グラウンディ ン グの エ クササイズ と概念を明確 にした点です｡ バイオ エ ナジ エ テ ィ ッ ク ス ではから

だ を読み､ 筋肉の 緊衷 を緩め る と同時に常に性格分析 を行 い ます｡

アイ コ ン タク ト タ ッ チな どに 関 しても最近の 母子 関係 の研究か ら､ 子供が許容できる以上の過度 の

コ ン タク ト､ エ ネル ギ ー による侵入が間庵 にな っ て い る ことから ､ クライ ア ン トの ニ
ー ズ に基づ い て ,

庵よ い 関係を探 るこ との 重要性 を強調 して い る点も ヨ
ー

ロ ッ パ か らきて い る主な流れ です.

※ 1 今回行われ る B I P lま､ 東北 ではなかなか お目に かかるこ とがで きない貴重なセ ミナ
ー

です ｡

営利目的ではない学会主催ということで ､
この ようなとても安 い参加費で 受講で きる運びとなりま した｡

溌 2 日本トランスパ
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ソナル学会主催の セミナ
ー は､ 他の 団体資格の更新ポイ ン トに換井で きる場合

があります ｡ 参加 され た方には受講証明を発行致 しますので ､ 詳しくは各所属団体の事務局に お問い合

わせ下さい ｡




